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　季節はすっかり春なのに…朝晩の空気はまだまだ冷たく

感じますが、センター周辺ではダンコウバイ・ミヤマキケ

マン・タネツケバナ・フサザクラなどの春の花々が咲き始

め、虫やカエルも動き始めました。間もなく冬枯れの山々

には木々の芽が淡い色彩で枝先を飾ります。次に誰もが開

花を楽しみにしている桜の花色が添えられ、やさしい景色

が私たちを包み込んでくれます。

　桜は里から山頂へと順々に咲き始め、里の桜が終わって

も山の桜を楽しむことができます。昨年のサクラの開花は

センター周辺（標高700m）では４月２日頃、陣馬山・生藤

山（標高800m～1000m）の山頂付近は９日頃でした。今年も

桜の花を楽しみに多くの方々が訪れることでしょう。ただし、

４月にも雪が降るかもしれないのでご注意を…。ちなみに

陣馬山頂で中旬頃に雪が降った年もありました。

　３月13日：自然教室「山歩き地図よみ入門！」が開催さ

れました。安全登山の第一歩を学んでいただきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（荒井）

＜登山道注意点情報＞

・標高900m付近から上では、登山道上に雪が残っているところが

　多く見られました。（写真①）

・残雪は登山道わきに約５cmありましたが、登山道上の雪は踏み

　固められていました。

・土が出ているところはぬかるんでいるところが多くありました。

・雪のない時と比べると歩きにくさが増しているので、子ども連

　れの場合などは、十分気をつけてあげてください。

＜自然情報＞

・気温：12時10分、大山山頂（標高約1252メートル）にて５℃

・大山山頂には、ところどころ雪が残っていました。（写真②）

・ヤビツ峠からの尾根が表参道に合流する付近の標高約1,150m

　の地点からは、塔ノ岳につながる表尾根の眺めが楽しめます。

（写真③）

・早春の花、オニシバリが咲いていました。（写真④）

＜その他＞

・大山山頂のトイレは、凍結のため閉鎖中でした。

　桜色、山吹色、萌黄･･･日本には、春を代表する色があります。

　桜色はサクラの花弁のような淡いピンク色。サクラは日本人が平安時代から愛してきた花です。

この当時のサクラはヤマザクラだったと言われています。薄いピンクの花弁と赤味を帯びた葉の色

合いが、山肌を染めます。山吹色は、ヤマブキの花弁のような濃い黄色。ヤマブキは万葉集にも詠

まれるほど、古くから日本人の馴染みの花です。木陰に鮮やかに咲く姿は遠くからでも目を惹きま

す。萌黄は芽吹いたばかりの草木のような黄緑色。若者のシンボルカラーとして古くから使われて

きた色のようです。若々しい芽吹きの緑が山々を包む様は若者のイメージにぴったりです。

　丹沢湖周辺でも桜色、山吹色、萌黄、そして名前も分からない程たくさんの春の色を見る事が出

来ます。季節限定の色探し、あなたもしてみませんか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長澤）

　この頃は暖かくすっ

かり春になったかと思

えば、寒気におおわれ

て冬に後戻り…と、い

うように気候の変化が

激しい時期です。

  しかし山では、この

時期だけにしか見られ

ない景色に出会えます。

　写真（①）は三ノ塔

山頂から秦野ビジタ

ーセンターがある「大

倉」付近まで延びる

「三ノ塔尾根」の中腹で、塔ノ岳～表尾根方面を眺んだもので

す。撮影場所（約600～700ｍ付近）では、他の花に先駆けて咲き

始めるダンコウバイやアブラチャン、キブシ（写真②）などの

淡い黄色の花が見られますが、一方で、1000ｍ以上の稜線部は雪

で白く染まっています。麓から山頂へ、春がゆっくりと登り、冬
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と交代する様子がうかがえます。この日の山行きでは、ぽ

かぽかな春の日差しの中、繁殖期を迎えた鳥たちのさえず

りや、空気中に漂う花々の香り、芽吹いた実生などを楽しみ

ながら歩き、やがて日がかげって、雪が舞う中、到着した山頂

では冬の景色（写真③）が広がっている･･･という贅沢なも

のでした。

　丹沢では一昨年、4月中旬にもまとまった雪が降り、シー

ズン最後の雪山歩きが楽しめました。今年はどうなること

でしょう…！？この時期の雪は水分が多く、気温もあがり

やすいので、すぐに溶けてしまうことが多くあります。な

ごり雪の山道を歩く際は、アイゼン（念の為）とスパッツ

などのぬかるみ対策をお忘れなく！　 （鈴木）

陣馬に近ずく春

冬から春へ…
　　移ろいゆく三ノ塔へ 春色を楽しもう
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